
「
ト
ラ
ウ
マ
」（
心
的
外
傷
）
を
受
け
た

人
は
、
個
人
の
心
的
外
傷
の
質
に
よ
り
、

世
界
観
が
変
容
し
、
生
活
上
の
困
難
が
生

じ
ま
す
。
当
事
者
は
、
混
乱
に
晒
さ
れ
た

日
常
を
送
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
支

援
者
か
ら
当
事
者
に
起
き
る
可
能
性
が
あ

る
状
態
像
、
回
復
の
過
程
や
方
法
、
自
己

防
衛
で
あ
る
自
分
の
守
り
方
等
、
を
整
理

し
そ
の
見
通
し
を
伝
達
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
説
明
伝
達
す
る
心
理
臨
床
の
機
能

を
、
心
理
教
育
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　「
ト
ラ
ウ
マ
」（
心
的
外
傷
）
の
症
状

や
状
態
像
に
つ
い
て
の
心
理
教
育

個
人
が
「
ト
ラ
ウ
マ
」（
心
的
外
傷
）

を
受
け
た
時
に
、
現
象
と
し
て
起
き
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
ま
す
。
生
命
を

危
ぶ
む
よ
う
な
圧
倒
的
な
「
ト
ラ
ウ
マ
」

（
心
的
外
傷
）
や
、
発
達
の
中
で
持
続
的

に
虐
待
等
の
「
ト
ラ
ウ
マ
」（
心
的
外
傷
）

を
受
け
た
際
、
脳
は
、
個
人
の
生
存
を
優

先
し
そ
の
「
ト
ラ
ウ
マ
」（
心
的
外
傷
）

と
な
る
強
烈
な
体
験
を
切
り
離
す
、
解
離

と
い
う
原
初
的
防
衛
機
制
を
発
動
し
ま

す
。
平
易
な
言
い
方
で
は
、
感
覚
、
感
情

を
感
じ
な
い
、自
分
は
そ
の
場
に
い
な
い
、

こ
の
記
憶
は
な
い
こ
と
に
す
る
、
等
の
無

意
識
的
な
作
用
が
お
き
ま
す
。
一
時
的
、

連
続
的
に
解
離
と
い
う
機
制
で
生
命
を

守
っ
た
は
ず
の
脳
内
に
は
、
後
日
、
後
年

加
害
者
と
離
れ
た
後
、
解
離
と
い
う
切
り

離
し
に
よ
っ
て
起
き
る
後
遺
症
、
解
離
症

状
が
起
き
て
き
ま
す
。
当
事
者
の
後
遺
症

で
あ
る
解
離
症
状
は
、
過
去
に
経
験
し
た

「
ト
ラ
ウ
マ
」（
心
的
外
傷
）
が
身
体
に
作

用
し
て
こ
び
り
つ
く
為
、「
ト
ラ
ウ
マ
」（
心

的
外
傷
）
と
類
似
の
状
態
像
の
引
き
金
刺

激
で
発
生
し
ま
す
。
視
覚
的
、
聴
覚
的
、

触
覚
的
、
味
覚
的
、
嗅
覚
的
、
五
感
等
に

類
似
で
似
通
っ
た
状
況
依
存
的
な
刺
激
を

経
験
し
た
際
、
目
の
前
に
加
害
者
が
存
在

し
な
い
の
に
、
苦
痛
を
伴
う
多
種
類
の
フ

ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
症
状
が
侵
入
し
ま
す
。

認
知
的
に
は
、身
体
や
精
神
に
派
生
し
て
、

世
界
観
の
変
容
が
起
き
ま
す
。
自
分
は
生

き
て
い
て
も
仕
方
な
い
、
自
分
は
一
生
笑

え
な
い
人
生
だ
、
等
の
認
知
が
歪
み
、
感

情
的
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
症
状
群
は
、

脳
や
生
命
体
が
本
来
の
発
達
や
信
頼
で
き

る
人
間
関
係
を
促
進
し
よ
う
と
、
支
援
を

求
め
る
症
状
と
し
て
表
現
す
る
正
の
側
面

で
す
。

「
ト
ラ
ウ
マ
」（
心
的
外
傷
）
を
受
け
る

こ
と
と
は
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
、
ど

う
回
復
の
道
の
り
を
歩
い
て
い
く
の
か
、

ど
う
自
分
を
守
り
続
け
ら
れ
る
か
等
、
リ

ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
や
セ
ル
フ
ケ
ア
の
伝
達

を
含
め
て
、
そ
の
回
復
ま
で
の
地
図
を
伝

え
る
心
理
教
育
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
心
理
教
育
に
よ
っ
て
、
当
事
者
が
自

ら
に
起
き
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
自
己
へ

の
信
頼
や
慈
愛
を
深
め
る
と
留
意
し
ま

し
ょ
う
。

周
囲
へ
の
心
理
教
育
ト
ラ
ウ
マ

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア

当
事
者
は
「
ト
ラ
ウ
マ
」（
心
的
外
傷
）

へ
の
心
理
教
育
の
地
図
を
得
て
、
支
援
者

と
共
に
回
復
へ
の
道
の
り
を
歩
き
は
じ
め

ま
す
。
一
方
、
支
援
者
が
回
復
を
促
す
段

階
で
、
周
囲
に
地
図
を
理
解
し
て
い
な
い

人
間
、
家
族
成
員
や
時
に
専
門
職
と
の
遭

遇
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
対
象
者
の

支
援
治
療
環
境
を
整
え
る
視
点
が
必
要
で

す
。
周
囲
に
こ
の
地
図
を
説
明
し
て
理
解

を
得
る
心
理
教
育
を
含
む
支
援
領
域
を
、

ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
、
と
い

い
ま
す
。

一
方
、
丁
寧
に
伝
達
し
て
も
心
理
教
育

が
円
滑
に
機
能
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
仮
説
と
し
て
、
周
囲
の
人
間
が
被
っ

た
「
ト
ラ
ウ
マ
」（
心
的
外
傷
）
や
職
業

的
「
ト
ラ
ウ
マ
」（
心
的
外
傷
）、
ま
た
解

離
症
状
を
伴
う
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
状
が
内
在
化

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

チ
ー
ム
臨
床
を
念
頭
に
置
き
、
職
場
内

外
の
他
の
心
理
士
や
精
神
科
専
門
職
と
役

割
分
担
等
、
連
携
を
し
て
、
対
象
者
の
み

な
ら
ず
周
囲
へ
支
援
の
視
野
を
広
げ
る
た

め
の
臨
床
の
羅
針
盤
を
持
ち
た
い
も
の
で

す
。

心
理
教
育
の
必
要
性

兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
臨
床
心
理
学
コ
ー
ス　

海
野
千
畝
子

当事者に役立つ心理教育
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